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i l lustration by 小幡彩貴

　

和
菓
子
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た
日
本
を
代
表
す
る
食

文
化
の
一
つ
で
あ
る
。
和
菓
子
に
欠
か
せ
な
い
小
豆
の
独
特
の
香
り

は
、
砂
糖
の
風
味
と
良
く
合
う
。
砂
糖
に
よ
る
甘
い
味
付
け
が
庶
民
に

ま
で
広
ま
っ
た
の
は
江
戸
時
代
以
降
だ
が
、
小
豆
に
含
ま
れ
る
マ
ル

ト
ー
ル
な
ど
の
香
気
成
分
が
、
茹
で
る
こ
と
に
よ
り
醸
し
出
さ
れ
、
独

特
の
香
り
を
発
す
る
の
で
あ
る
。

　

わ
が
国
で
は
、
小
豆
を
は
じ
め
と
す
る
豆
類
は
、
一
般
に
甘
く
味
付
け
し
て

食
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
一
方
、
海
外
の
国
々
を
見
て
み
る
と
、
豆
を
甘
く
し

て
食
す
る
の
は
む
し
ろ
稀
だ
。
い
ん
げ
ん
豆
や
ひ
よ
こ
豆
な
ど
を
塩
味
や
コ
ン

ソ
メ
味
、
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
や
チ
リ
ソ
ー
ス
と
と
も
に
煮
込
ん
だ
も
の
な
ど
、
世

界
各
地
で
い
ろ
い
ろ
な
味
の
豆
料
理
が
食
さ
れ
て
い
る
。

　

小
豆
は
古
く
か
ら
日
本
や
中
国
な
ど
の
東
ア
ジ
ア
の
国
で
の
み
食
さ
れ
て
き

た
た
め
洋
風
の
味
付
け
を
し
て
食
べ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
洋
風
の
食

材
と
の
相
性
も
良
好
だ
。
硬
め
に
茹
で
た
小
豆
の
食
感
と
風
味
は
ト
マ
ト
の
酸

味
と
香
り
に
と
て
も
良
く
合
い
、
イ
タ
リ
ア
料
理
な
ど
で
多
く
使
わ
れ
る
バ
ジ

ル
や
オ
レ
ガ
ノ
、
セ
ー
ジ
、
パ
セ
リ
な
ど
の
ハ
ー
ブ
の
香
り
と
も
マ
ッ
チ
す
る
。

ま
た
、
ト
マ
ト
に
は
、
小
豆
に
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
な
い
β

－

カ
ロ
テ
ン
や
リ
コ

ペ
ン
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
お
り
、
小
豆
に
多
い
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群

と
栄
養
成
分
的
に
も
補
い
合
い
、
最
強
の
組
み
合
わ
せ
と
な
る
。

　

小
豆
は
英
語
で
もA

dzuki Bean

と
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
の
伝
統

的
な
食
を
支
え
る
食
材
と
し
て
、
日
本
人
の
人
生
の
節
目
を
彩
り
、
季
節
の
移

ろ
い
を
表
現
し
て
き
た
。
し
か
し
同
時
に
、
新
し
い
食
べ
方
が
広
が
る
可
能
性
も

秘
め
て
い
る
。味
付
け
の
発
想
を
転
換
す
る
こ
と
で
、
ど
の

国
の
料
理
と
も
マ
ッ
チ
す
る
は
ず
で
あ
る
。

　

北
海
道
で
は
雪
解
け
の
季
節
を
迎
え
、
明
る
い
陽
の
光

が
降
り
注
い
で
い
る
。
長
い
冬
の
間
、
不
足
す
る
緑
黄
色

野
菜
の
成
分
は
、
小
豆
と
ト
マ
ト
の
組
み
合
わ
せ
で
補
う

こ
と
が
で
き
る
。
北
の
大
地
か
ら
新
た
な
小
豆
の
食
文
化

が
生
ま
れ
、
世
界
中
に
広
が
る
日
も
そ
う
遠
く
な
い
か
も

し
れ
な
い
。

加藤　淳ʢ͔ͱ͏ �͡ ΎΜʣ

数多くの著書や各種メディアで「あずき博士」として知ら
れる研究者。北海道立総合研究機構（農業試験場）などを経
て、現在は名寄市立大学副学長（栄養学科教授）。主な著書
に『最強のあずき力』（KKロングセラーズ）、『あずき毒出
しスープ』（河出書房新社）などがある。

小
豆
　〈4〉

加
藤
加
藤  

淳淳

世
界
に
広
が
る
小
豆
文
化

Nipponの歳時記 13
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ദ԰ബൽᰴ಄͋͜͠Μ（ദ԰） Χγϡʔφοπ༽ᠪ（ଜԬ૯本ฮ） �୩ಊ༽ᠪؠ りۚ͘印（ ਐಊ）

ܰᠪ（͔Δ͔Μݩ૆�໌ੴ԰）നদ͕ϞφΧ（നদ͕ϞφΧ本ฮ）ϚϧηΠόλʔαϯυ（࿡Ֆ௾）

ؔの͋ށΜͺΜ（ਂ઒԰཮Ԟେᎈ）

ॕ
͍͓

うͯαϯυ（ੴଜᤈ੝ಊ）ຯの （ཱྀ౾੓）੺෱ṷ（੺෱）

。がςーマです「のਫ଒ؗࢠお菓」໏菓లはࠃ年のશࠓ

名店の「あΜこ」৯΂ൺ΂や࿨菓ͮࢠくりࣨڭ、

「御菓印」集めなͲ、おָしΈもいっͺいですʂ

全国銘菓展は、戦後の混乱が続く
1950年秋に、日本橋三越本店の1階中
央ホールで開催された「全国銘菓復興
展示即売会」に始まります。以来、毎
年続いて、いまや日本橋三越で最も歴
史のある名物イベントとなっています。

全国銘菓展ͱは

わ
か
さ
い
も
本
舗

五
勝
手
屋
本
舗

六
花
亭

乃
し
梅
本
舗 

佐
藤
屋

進
堂

白
松
が
モ
ナ
カ
本
舗

柏
屋

榮
太
樓
總
本
鋪

清
月
堂
本
店

と
ら
や

龜
屋

な
ご
み
の
米
屋

豊
島
屋

菓
子
舗 

間
瀬

小
布
施
堂

越
乃
雪
本
舗 

大
和
屋

柴
舟
小
出

両
口
屋
是
清

き
よ
め
餅
総
本
家

御
菓
子
つ
ち
や

田
中
屋
せ
ん
べい
総
本
家

深
川
屋
陸
奥
大
掾

赤
福

平
治
煎
餅
本
店

聖
護
院
八
ッ
橋
総
本
店

豆
政

井
筒
八
ッ
橋
本
舗

本
家
菊
屋

廣
榮
堂

風
流
堂

彩
雲
堂

一
六
本
舗

石
村
萬
盛
堂

村
岡
総
本
舗

丸
芳
露
本
舗 

北
島

カ
ス
テ
ラ
本
家 

福
砂
屋

か
る
か
ん
元
祖 

明
石
屋

＊
他
に
も
多
く
の
加
盟
店
の
銘
菓
が
集
ま
り
ま
す
。

＊
参
加
店
や
イ
ベ
ン
ト
は
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

清月堂本店 榮太樓總本鋪

和菓子と
あんこの
イベント

3月20日（水・祝）～3月25日（月）
2024年

日本橋三越本店 
本館7階 催物会場

全国銘菓展
ୈ��ճ

参
加
店
一
覧

時代を超えて愛される

老舗ブランドの伝統菓子

தछは࠷
ՄѪいώτσܕʂ

「御菓印」も集߹ʂ

͋Μ͜を
ൺ΂ָͯ͠Ή

͋Μ ϥ͜Ϙ

ṷɾͲΒমきࡩ
ίϨΫγϣϯ
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五
勝
手
屋
本
舗ớ
๺
ւ
ಓ
ɾ
ߐ
ࠩ
ொ
Ờ

海
の
中
か
ら
空
を
見
上
げ
る
と
、

海
亀
が
優
雅
に
泳
い
で
い
ま
し
た
…
…
。

ポ
エ
ム
の
よ
う
な
棹
菓
子
で
す
。

ւ
を
ڼ
͙

越
乃
雪
本
舗 

大
和
屋ớ
৽
ׁ
ݝ
ɾ
௕
Ԭ
ࢢ
Ờ

和
菓
子
職
人
の
遊
び
心
が
噴
出
し
た
よ
う
な
、

独
創
的
で
、
洒
落
の
効
い
た

和
三
盆
の
打
ち
物
で
す
。

人
気
の
ハ
ー
ブ
・
バ
タ
フ
ラ
イ
ピ
ー
で

サ
メ
の
棲
む
海
の
深
い
青
を
表
し
ま
し
た
。

さ
め
の
͏
Έ

両
口
屋
是
清ớ
Ѫ
஌
ݝ
ɾ
໊
ݹ
԰
ࢢ
Ờ

ゆ
っ
た
り
と
漂
う
ク
ラ
ゲ
を
表
現
し
た

生
菓
子
で
す
。
青
い
羊
羹
に
白
い
上
南
羹
。

水
槽
の
照
明
演
出
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

淡
く
揺
ら
ぐ
彩
り
の
錦
玉
羹
を
合
わ
せ
ま
し
た
。

ւ͘

Β

݄͛
の
ٳ
೔

お
菓
子
の

第
95
回

キ
ー
ワ
ー
ド

第78回全国銘菓展のテーマ

お菓子の水族館
水族館の美しさや楽しさ、 

そして生き物が見せる豊かな表情を
和菓子で表現いたしました。
見ても食べても、癒されます。

豊島屋ʢਆಸ઒ݝɾח૔ࢢʣ

ゴマフアザラシ、カワウソ、海月、ペンギン、海亀、
かくれんぼ、ラッコ、チンアナゴ、サカバンバスピス。
繊細で、かわいく、美味しい生菓子9種です。

お菓ࢠのਫ଒ؗ

� �



風
流
堂ớ
ౡ
ࠜ
ݝ
ɾ
দ
ߐ
ࢢ
Ờ

ラ
ム
ネ
風
味
の
餡
入
り
煉
り
切
り
と

ミ
ン
ト
風
味
の
錦
玉
羹
。
島
根
県
立
水
族
館
の

シ
ロ
イ
ル
カ
を
モ
チ
ー
フ
に
、

２
種
の
生
菓
子
を
創
作
し
ま
し
た
。

ւ
Ώ
͏
Ώ
͏
ỏ

ւ
の
Χ
φ
Ϧ
Ξ

彩
雲
堂ớ
ౡ
ࠜ
ݝ
ɾ
দ
ߐ
ࢢ
Ờ

海
中
よ
う
か
ん
は
、レ
モ
ン
ピ
ー
ル
入
り
の
錦
玉
羹
。

ク
マ
ノ
ミ
と
イ
ル
カ
は
煉
り
切
り
。

あ
ん
も
ち
あ
ざ
ら
し
は
、ホ
ワ
イ
ト
チ
ョ
コ
＆
ミ
ル
ク
餡
の

求
肥
餅
で
す
。 
匠
の
技
が
生
き
て
い
ま
す
。

ւ
の
ਫ
଒
ؗ

柴
舟
小
出ớ
ੴ
઒
ݝ
ɾ
ۚ
୔
ࢢ
Ờ

シ
ュ
モ
ク
ザ
メ
と
ウ
ツ
ボ
は
ゴ
マ
ボ
ー
ロ
、

ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
と
タ
コ
は
抹
茶
ボ
ー
ロ
。

愛
嬌
た
っ
ぷ
り
の
4
つ
の
フ
ォ
ル
ム
と

歯
ご
た
え
も
楽
し
い
2
つ
の
風
味
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ւ
Ϙ
ồ
ϩ

井
筒
八
ッ
橋
本
舗ớ
ژ
౎
ࢢ
ɾ
౦
ࢁ
۠
Ờ

井
筒
伝
統
の「
な
ま
八
ッ
橋
」を

清
々
し
い
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
で
仕
上
げ
、

レ
ー
ズ
ン
入
り
白
餡
を
包
ん
で

京
都
水
族
館
で
人
気
の
イ
ル
カ
と
ペ
ン
ギ
ン
の

姿
を
あ
し
ら
い
ま
し
た
。

ւ
の
お
さ
Μ
Ά
ਫ
଒
ؗ

榮
太
樓
總
本
鋪ớ
౦
ژ
౎
ɾ
த
ԝ
۠
Ờ

新
江
ノ
島
水
族
館
の
大
人
気
水
槽「
ク
ラ
ゲ

プ
ラ
ネ
ッ
ト（
海
月
の
惑
星
）」を
イ
メ
ー
ジ
。

爽
や
か
な
レ
モ
ン
ピ
ー
ル
を
煉
り
込
ん
だ
餡
を

薄
い
羊
羹
で
包
み
、

ゆ
る
や
か
に
舞
う
海
月
を
表
現
し
ま
し
た
。

ւ͘

Β

݄͛
の
ԅ

� �



わ
か
さ
い
も
本
舗ớ
๺
ւ
ಓ
ɾ
ಎ
但
ބ
ொ
Ờ

阿
寒
湖
の
湖
底
で
、ひ
っ
そ
り
と
棲
息
す
る

天
然
記
念
物
、マ
リ
モ
。

緑
に
染
め
た
白
餡
を
、も
っ
ち
り
食
感
の

わ
ら
び
餅
で
包
み
ま
し
た
。

マ
Ϧ
Ϟ
ớ
ᓻ
૶
Ờ

丸
芳
露
本
舗 

北
島ớ
ࠤ
լ
ݝ
ɾ
ࠤ
լ
ࢢ
Ờ

有
明
海
の
泥
干
潟
に
棲
息
す
る

ハ
ゼ
科
の
魚
、ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
。

よ
く
見
る
と
、
瞳
は
愛
ら
し
い

ハ
ー
ト
型
を
し
て
い
ま
す（
事
実
で
す
！
）。

༗
໌
ւ
に
੗
Ή

ム
π
ΰ
ϩ
΢

一
六
本
舗ớ
Ѫ
ඤ
ݝ
ɾ
দ
ࢁ
ࢢ
Ờ

ス
ノ
ー
ド
ー
ム
の
よ
う
な
錦
玉
羹
の
中
に

色
鮮
や
か
な
サ
ン
ゴ
は
煉
り
切
り
で
、

漂
う
ク
ラ
ゲ
は
葛
と
煉
り
切
り
で
表
現
し
ま
し
た
。

優
し
い
甘
み
に

柚
子
の
爽
や
か
な
風
味
が
広
が
り
ま
す
。

ւ
த
さ
Μ
Ά

小
布
施
堂ớ
௕
໺
ݝ
ɾ
খ
෍
ࢪ
ொ
Ờ

栗
羊
羹
を
ベ
ー
ス
に

サ
ン
ゴ
に
見
立
て
た
銀
箔
を
配
し
、

海
の
青
さ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
錦
玉
を
重
ね
ま
し
た
。

栗
の
豊
か
な
お
い
し
さ
を

美
し
い
意
匠
が
引
き
立
て
ま
す
。

α
ϯ
ΰ

清
月
堂
本
店ớ
౦
ژ
౎
ɾ
த
ԝ
۠
Ờ

ホ
ワ
イ
ト
シ
ェ
ル
、く
じ
ら
、

イ
ル
カ
、ゴ
マ
フ
ア
ザ
ラ
シ
。

海
で
暮
ら
す
仲
間
た
ち
を

漉
し
餡
入
り
の
煉
り
切
り
で

楽
し
く
表
情
豊
か
に
表
現
し
ま
し
た
。

ւ
の
༇
շ
な
஥
ؒ
ୡ

Έ
ͣ
の
い
Ζ

�

a
R
V
a
r
i
V
N

御
菓
子
つ
ち
やớ
ذ
ෞ
ݝ
ɾ
େ
֞
ࢢ
Ờ

銘
菓「
み
ず
の
い
ろ
」。

極
限
の
薄
さ
に
仕
上
げ
た
干
錦
玉
は
、

色
ご
と
に
味
わ
い
も
違
い
ま
す
。

今
回
は
、そ
の
繊
細
な
菓
子
の
中
に
、

魚
た
ち
を
泳
が
せ
ま
し
た
。
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͍͋͝きΐう（೫͠ക本ฮࠤ�౻԰） ւத͞ΜΆ（ͳ͝Έのถ԰）ए༿ӂ（ͱΒ΍） γϟν、ϕϧʔΨ（きΑΊṷ૯本Ո）

ϝϯμί、χδΫϥή（ᴰ԰） ͨまͯ͹ （͜菓子ฮ�ؒ੉）ᘡᘚ౶ʙւ
͘ Β ͛

݄ʙ（ኍᒇಊ） ಸྑま΄Ζ͹ۚڕ
（御菓子࢘�本Ո٠԰）

"3&�:06�4&/#&*� 
（ాத԰ͤΜ΂͍૯本Ո）

ϑΫαϠΩϡʔϒ
（Χεςϥ本Ո�ↇ࠭԰）

ւの஥ؒͨ （ͪฏ࣏Ḧṷ本店） ੟ޢӃീοڮ�ΞΫΞϦ΢Ϝ
（੟ޢӃീοڮ૯本店）
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＊御菓印は、御菓印を取り扱う和菓子店の本店で！
　配布の条件は店によって異なりますので、各店でお尋ねください。
　御菓印帳（2500円、税別）も同店で販売しています。

＊御菓印を10店（以上）集めた方を「御菓印マイスター」に認定し、
　ホームページにニックネームとお住まいの地域名を掲載します。
　詳細はホームページ（https://www.ajiwai.or.jp）をご覧ください。

＊各店の御菓印は年や季節に応じて変更されることがあります。

御菓印帳

東
海
道
岡
崎
宿
伝
馬

令
和 

　 

年 

　  

月 

　
　  

日

創
業
安
政
六
年

  

令
和

　
　年

　
　月

　
　
　日

本
店
御
来
店
記
念

令
和

　
　年

　
　月

　
　
　日

本
店
御
来
店
記
念

2023.10.17.DIS.修正

湖月堂/御菓印 - 5　縦148×横100ミリ 湖月堂/御菓印 - 6　縦148×横100ミリ

令
和

　

 

　

 

年

　

    

月

　

    

日

創
業
元
禄

令
和 

　年 

　月 

　日

本
店
御
来
店
記
念

大阪 今橋

承認番号022
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と
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歩
く

菓
子
街
道
を

江
戸
が
香
る
町

　

都
心
か
ら
電
車
で
1
時
間
ほ
ど
。

埼
玉
県
川
越
市
は
、
江
戸
時
代
に

徳
川
家
ゆ
か
り
の
大
名
が
治
め
る

城
下
町
と
し
て
、
ま
た
北
関
東
の
物

資
を
江
戸
に
供
給
す
る
舟
運
の
拠

点
と
し
て
繁
栄
し
た
商
都
で
あ
る
。

　

そ
の
繁
栄
は
維
新
後
も
続
き
、

明
治
26
年（
1
8
9
3
）の
川
越
大

火
の
あ
と
一
斉
に
建
て
替
え
ら
れ

た
蔵
造
り
の
商
家
が
建
ち
並
ぶ
風

景
は
、
今
も
圧
巻
の
迫
力
で
訪
れ

た
人
々
を
驚
か
せ
る
。

　

豪
壮
な
瓦
屋
根
、黒
漆
喰
の
壁
、

２
階
に
設
け
ら
れ
た
観
音
開
き
扉

…
…
。
武
家
の
気
風
と
大
商
人
の

心
意
気
を
映
し
た
よ
う
な
商
家
の

佇
ま
い
に
は
、
東
京
が
震
災
と
戦

災
で
失
っ
た
江
戸
の
栄
華
が
香
る
。

　

ま
た
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
に
な
っ
た「
川
越
ま
つ
り
」も
、

神
田
明
神
や
赤
坂
日
枝
神
社
の
祭

礼
を
手
本
に
発
展
し
た
も
の
で
、

東
京
で
は
数
少
な
く
な
っ
た
絢
爛

豪
華
な
山だ

し車
が
、
川
越
商
人
の
経

済
力
を
誇
る
よ
う
に
悠
々
と
街
を

巡
行
す
る
。

　

川
越
を
代
表
す
る
和
菓
子
店
、

龜
屋
の
本
店
も
、
店
蔵
と
脇
蔵
が

並
立
す
る
歴
史
的
建
造
物
だ
。
観

光
客
は
、
ど
っ
し
り
と
し
た
蔵
造

り
の
店
内
で
の
買
い
物
を
特
別
な

体
験
の
よ
う
に
楽
し
ん
で
い
る
。

　
「
小
江
戸
」川
越
で
2
4
0
年
余

り
の
歴
史
を
刻
む
老
舗
の
歴
史
と

菓
子
の
話
を
、龜
屋
9
代
目
当
主
・

山
﨑
淳
紀
さ
ん
に
伺
っ
た
。

商
人
が
造
っ
た
町
並
み

―
―
週
末
の
川
越
は
、
観
光
客
で

大
変
な
に
ぎ
わ
い
で
す
ね
。

「
年
間
7
2
0
万
人
の
観
光
客
が

訪
れ
て
い
ま
す
。
近
年
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
影
響
が
大
き
く
、
特
に
若
い
年

齢
層
が
増
え
て
い
ま
す
」

―
―
た
し
か
に
、
蔵
造
り
の
店
が

建
ち
並
ぶ
風
景
は
、
写
真
を
撮
っ

て
発
信
し
た
く
な
り
ま
す
。

「
川
越
は
明
治
の
大
火
で
町
の
3 

分
の
１
を
焼
失
し
た
の
で
す
が
、

焼
け
残
っ
た
建
物
が
す
べ
て
蔵
造

り
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
商
家
の
旦

那
衆
が
江
戸
か
ら
腕
利
き
の
職
人

を
呼
ん
で
競
う
よ
う
に
蔵
造
り
の

店
を
建
て
ま
し
た
。
こ
の
時
に
生

ま
れ
た
町
並
み
が
、
今
の
川
越
の

景
観
で
す
。
龜
屋
の
本
店
の
建
物

も
、そ
の
一
軒
で
す
」

―
―
創
業
は
、
江
戸
後
期
の
天
明

3
年（
1
7
8
3
）と
か
。

「
は
い
。
初
代
・
山
﨑
嘉
七
は
信

州
か
ら
川
越
に
出
て
き
て
、
菓
子

屋
で
修
業
を
積
み
、
店
を
出
し
た

の
で
す
が
、
品
質
に
妥
協
し
な
い

こ
と
を
信
条
に
し
た
人
で
し
た
。

こ
の
上
等
主
義
は
う
ま
く
い
っ
て
、

2
代
、
3
代
と
繁
盛
を
続
け
、
川

越
藩
の
御
用
を
務
め
る
よ
う
に
な

り
ま
す
」

代
々
が
励
ん
で
2
4
0
余
年

「
さ
ら
に
、
龜
屋
を
大
き
く
発
展

さ
せ
た
の
が
4
代
目
で
す
。
当
時
、

江
戸
屈
指
と
い
わ
れ
た
菓
子
屋
に

修
業
に
出
て
腕
を
磨
き
、
川
越
に

戻
る
と
、
店
の
建
物
と
商
品
を
江

戸
風
に
一
新
し
ま
す
」

―
―
江
戸
で
最
高
の
菓
子
と
最
先

端
の
文
化
に
触
れ
た
の
で
す
ね
。

「
は
い
。
こ
れ
が
ま
た
評
判
を
呼

ん
で
、
幕
末
に
は
苗
字
帯
刀
を
許

さ
れ
る
ほ
ど
の
信
用
を
得
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
明
治
に
な
る
と
、
4

代
目
は
店
を
14
歳
の
息
子
に
譲
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
県
内
初
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小江戸「川越」建築散歩
蔵造りの商家だけじゃない！

龜屋
埼玉県川越市仲町4－3
☎0120（222）051
https://www.koedo-kameya.com
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て
、
新
ブ
ラ
ン
ド
店
舗
を
考
え
始

め
ま
し
た
。
そ
れ
が
2
0
1
9
年

に
開
店
し
た
、
斬
新
な
菓
子
の
販

売
と
和
菓
子
作
り
体
験
が
で
き
る

『kashichi

』で
す
」

―
―
よ
く
流
行
っ
て
い
ま
す
ね
。

「
２
０
２
２
年
に
は『
時
の
鐘
店
』

も
造
り
ま
し
た
。
2
階
は
喫
茶
に

な
っ
て
い
て
、窓
か
ら
川
越
の
シ
ン

ボ
ル
・
時
の
鐘
が
眺
め
ら
れ
ま
す
。

最
高
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、龜
屋
の

季
節
の
菓
子
を
ゆ
っ
く
り
味
わ
っ

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
造
っ

た
店
で
す
。」

市
民
が
誇
れ
る
菓
子
屋
に

―
―
菓
子
作
り
で
最
も
大
切
に
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

「
龜
屋
ら
し
い
菓
子
で
あ
る
こ
と
、

つ
ま
り
江
戸
の
菓
子
で
あ
る
こ
と

で
す
。
す
っ
き
り
と
美
し
く
、決
し

て
派
手
に
な
り
す
ぎ
な
い
こ
と
が

重
要
で
す
」

―
―
ご
自
身
も
菓
子
を
作
ら
れ
る

小
説
家
と
和
菓
子
屋
と

―
―
そ
し
て
、
山
﨑
さ
ん
が
9
代

目
。
お
店
に
入
ら
れ
た
の
は
何
歳

の
時
で
す
か
？

「
28
歳
で
す
。22
で
大
学
を
卒
業
し

ま
し
た
が
、美
術
美
学
史
に
転
科
し

て
24
ま
で
大
学
に
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、卒
業
後
の
3
年
間
は
、小
説
を

書
い
て
い
ま
し
た
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
で

10
冊
く
ら
い
は
出
版
し
て
い
ま
す
」

―
―
今
、小
説
は
？

「
書
い
て
い
ま
せ
ん
。
時
間
が
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
家
業
に

就
く
と
決
心
し
た
あ
と
は
完
全
に

軸
足
を
家
業
に
移
し
ま
し
た
」

―
―
店
に
入
っ
て
、
最
初
は
菓
子

作
り
の
見
習
い
か
ら
で
す
か
？

「
菓
子
作
り
は
教
え
て
も
ら
え

ず
、
工
場
で
1
年
間
下
働
き
で

す
。
そ
の
あ
と
販
売
を
1
年
。
再

び
工
場
で
1
年
。
そ
し
て
4
年
目

に
堪
忍
袋
の
緒
が
切
れ
て
、〝
新
し

い
こ
と
を
始
め
た
い
〞と
宣
言
し

と
な
る
第
八
十
五
国
立
銀
行（
現

在
の
埼
玉
り
そ
な
銀
行
）を
設
立
。

さ
ら
に
商
工
会
議
所
を
設
立
し
た

り
、
地
元
の
有
力
者
と
と
も
に
元

川
越
藩
の
御
用
絵
師
・
橋
本
雅が
ほ
う邦

を
支
援
す
る
会
を
作
っ
た
り
と
、

町
の
仕
事
に
奔
走
し
て
い
き
ま
す
」

―
―
す
ご
い
方
で
す
ね
。
し
か
し
、

14
歳
で
跡
を
継
い
だ
5
代
目
は
大

変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

「
川
越
大
火
で
店
が
全
焼
し
、
今

の
蔵
造
り
の
店
を
建
て
た
の
が
、

そ
の
5
代
目
で
す
。
5
代
目
は
川

越
名
物
の
芋
煎
餅
の
元
祖『
初
雁

焼
』も
残
し
ま
し
た
」

―
―
代
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
果
た
さ
れ
て
い
く
。

「
え
え
。
そ
の
次
の
6
代
目
は

『
亀
の
最
中
』な
ど
多
く
ヒ
ッ
ト
商

品
を
生
み
、
7
代
目
は
工
場
を
本

店
か
ら
移
転
し
、
跡
地
に
美
術
館

を
開
館
し
ま
し
た
。
そ
し
て
8
代

目
の
父
は
、『
亀
ど
ら
』な
ど
、
今
人

気
の
菓
子
を
創
っ
て
い
ま
す
」

の
で
す
か
？

「
普
段
は
製
造
に
は
携
わ
り
ま
せ

ん
が
、
川
越
氷
川
神
社
の
奉
納
の

菓
子
な
ど
は
、
江
戸
時
代
か
ら
伝

わ
る
型
を
使
っ
て
私
が
作
り
ま
す
」

―
―
川
越
の
菓
子
屋
、
龜
屋
の
ご

当
主
の
仕
事
な
の
で
す
ね
。

「
私
は
、
龜
屋
は
川
越
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
店
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。川
越
の
歴
史
の
一
部
に
な
っ
て

い
る
と
も
自
負
し
て
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
あ
る
意
味
で
公
益
性
が

あ
る
も
の
で
あ
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
和
菓
子
作
り
体
験
が
で

き
る
店
も
、
川
越
の
菓
子
職
人
の

技
術
を
公
開
し
た
い
と
い
う
想
い

で
始
め
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
先
も
、
川
越
市
民
に
恥
ず

か
し
く
な
い
菓
子
屋
で
あ
り
続
け

た
い
。
そ
し
て
、川
越
に
は
龜
屋
が

あ
る
、
と
自
信
を
も
っ
て
言
っ
て

い
た
だ
け
る
菓
子
屋
に
し
て
い
く

こ
と
が
自
分
の
使
命
だ
と
、
日
々

思
っ
て
い
ま
す
」

（
了
）

1� 1�



N E W S͋
͡
Θ
͍

人気メニュー
「唐津レモンのパルフェ」

石村萬盛堂 南町ガーデン店
住所： 福岡県久留米市南3-1-16
営業：10時～19時（カフェL.O. 18時半）、年中無休
☎ 0942（22）5333
https://www.ishimura.co. jp

会場：とらや 東京ミッドタウン店ギャラリー（東京都港区赤坂9-7-4 東京ミッドタウンガレリアB1）
会期： 1月26日～6月26日（休日・時間は、とらや東京ミッドタウン店に準ず）
☎ 03(5413)3541　https://www.toraya-group.co. jp/shops/shop-13

湖月堂 ゆめタウン筑紫野店
住所： 福岡県筑紫野市針摺東3-3-1
 ゆめタウン筑紫野1F
営業：9時半～20時、年中無休　
☎ 092（555）6825
https://www.kogetsudo.com

「一つ栗」 「ぎおん太鼓」

ΏΊλ΢ϯஜ
ͪ ͘ ͠ の

！/&໺店01ࢵ
ショッピングモール「ゆめタウン筑紫野」
に、湖月堂が新店舗をオープンしました。
「栗饅頭」や「一

ひと
つ栗」、「ぎおん太鼓」など

の銘菓はもちろん、湖月堂の洋生菓子もお
買い求めいただけます。

ಊ݄ބ �෱Ԭ4)01

ೆொΨʔσϯ店�ϦχϡʔΞϧ01&/！
石村萬盛堂の新店舗が久留米市に誕生し
ました。居心地の良い店内には「銘菓 鶴乃
子」や「祝

いお
うてサンド」などの人気商品を

はじめ、季節の和菓子が勢揃い。カフェメ
ニューも好評です。

ੴଜᤈ੝ಊ �෱Ԭ4)01

製菓・製パン用ミキサーなら
株式会社 愛工舎製作所
埼玉県戸田市下戸田2-23-1
☎ 048-441-3366

あん・甘納豆をつくる機械と設備
株式会社 カジワラ

商品をイメージアップする
株式会社 川島製作所
埼玉県草加市谷塚上町434
☎ 0489-27-7111（本社営業部）

文化の香るパッケージづくり
ANZEN・PAX 株式会社
東京都港区赤坂2-19-4 4F
☎ 03-3585-0051

洋菓子材料の総合商社
池伝 株式会社
東京都港区新橋2-12-5
☎ 03-3503-0531

伝統と芸術の和菓子作りに、最高級の白双糖を
岡常商事 株式会社
東京都中央区日本橋本町3-1-8
☎ 03-3241-3241

小さな最中。大きな可能性
加賀種食品工業 株式会社
石川県金沢市春日町8-8
☎ 076-252-2221

寒天の可能性を追求する
伊那食品工業 株式会社
長野県伊那市西春近5074
☎ 0265-78-1121

CAN&BOX 缶は地球にやさしい
金方堂松本工業 株式会社
東京都台東区東上野1-28-12
☎ 03-3831-1191

つくる心、つつむ心
倉田包装 株式会社
東京都台東区駒形1-2-5
☎ 03-3843-5531

和洋スイーツパッケージの総合メーカー
株式会社 東光
東京都品川区東中延1-5-7
☎ 03-3782-5500

新時代の省力化に貢献する
株式会社 光機械製作所
東京都大田区西糀谷3-34-1
☎ 03-5735-6250

夢ふくらむおいしさの世界へ。乳製品なら
中沢乳業 株式会社
東京都大田区大森本町1-6-1 大森パークビル6F
☎ 03-6436-8830

WAKONAは“日の本”の米粉です
日の本穀粉 株式会社
栃木県小山市若木町3-2-15
☎ 0285-22-1157

より良い「本物」の原料をお届けします
株式会社 美濃与
京都市西京区山田畑田町13-5
☎ 075-392-6349

おいしさをつくる食品機械のパイオニア
レオン自動機 株式会社
栃木県宇都宮市野沢町2-3
☎ 028-665-1111

全 銘 共 励 会
日本のお菓子を支えています

東京都台東区松が谷2-13-13
☎ 03-3842-6611
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「銘菓 鶴乃子」

ୈ��ճاը展ʮ和菓子ͱϚϯΨʯ
和菓子が登場するマンガ作品を紹介する企
画展。作品ごとに、いろいろな切り口から
和菓子の魅力に迫ります。マンガ作者への
インタビューも必見！
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開雲堂 ●卍最中 ●干乃梅

〒036-8182  青森県弘前市土手町83
☎ 0172-32-2354  
●https://www.facebook.com/開雲堂-269871630566957/

三八 菓か舎 ●札幌タイムズスクエア

〒060-0061  北海道札幌市中央区南1条西12丁目322
☎ 011-271-1138  ●http://www.kakasha.com

〒049-5721  北海道虻田郡洞爺湖町洞爺湖温泉108
0120-211-850  ●https://www.wakasaimo.com

わかさいも本舗 ●わかさいも

六花亭
〒080-2496  北海道帯広市西24条北1丁目3-19
0120-012-666  ●https://www.rokkatei.co.jp

●マルセイバターサンド

〒990-0031  山形県山形市十日町3-10-36
0120-013-108  ●https://satoya-matsubei.com

乃し梅本舗 佐藤屋 ●乃し梅 ●まゆはき

九重本舗 玉澤 ●九重

〒982-0003  宮城県仙台市太白区郡山4-2-1
☎ 022-246-3211  ●https://www.tamazawa.jp

柏屋 ●柏屋薄皮饅頭

〒963-8071  福島県郡山市富久山町久保田字宮田127-5
☎ 024-956-5511  ●https://www.usukawa.co.jp

かおる堂 ●秋田銘菓 炉ばた

〒010-0941  秋田県秋田市川尻町大川反170-82
☎ 018-864-4500  ●http://www.kaorudo.jp

進堂
〒023-1131  岩手県奥州市江刺愛宕字力石211
☎ 0197-35-2636  ●https://www.kaishindo.jp

●岩谷堂羊羹

榮太樓總本鋪
〒103-0027  東京都中央区日本橋1-2-5
0120-284-806  ●https://www.eitaro.com

●榮太樓飴

清月堂本店
〒104-0061  東京都中央区銀座7-16-15
☎ 03-3541-5588  ●https://www.seigetsudo-honten.co.jp

●おとし文 ●あいさつ最中

白松がモナカ本舗 ●白松がモナカ

〒980-0804  宮城県仙台市青葉区大町2-8-23
0120-008-940  ●https://monaka.jp

三原堂本店 ●栗入りきんつば ●御守最中

〒103-0013  東京都中央区日本橋人形町1-14-10
☎ 03-3666-3333  ●http://www.miharado-honten.co.jp

赤坂青野 ●赤坂もち

〒107-0052  東京都港区赤坂7-11-9
☎ 03-3585-0002  ●https://akasaka-aono.com

〒107-8401  東京都港区赤坂4-9-22 
☎ 03-3408-2331  ●https://www.toraya-group.co.jp

とらや ●羊羹 ●和生菓子

〒110-0005  東京都台東区上野1-10-10
☎ 03-3831-6195  ●http://www.ueno-usagiya.jp

うさぎや ●喜作最中 ●どらやき

龜屋
〒350-0065  埼玉県川越市仲町4-3
0120-222-051  ●https://www.koedo-kameya.com

●初雁焼

三桝屋總本店 ●麦落雁

〒374-0024  群馬県館林市本町1-3-12
☎ 0276-72-3333  ●http://www.mimasuyahonten.com

なごみの米屋
〒286-0032  千葉県成田市上町500
0120-482-074  ●https://nagomi-yoneya.co.jp

●成田銘菓 栗羊羹

房洋堂
〒294-0043  千葉県館山市安布里780
☎ 0470-23-5111  ●http://www.boyodo.co.jp

●花菜っ娘 ●落花生どら焼

札幌 千秋庵
〒060-0063  北海道札幌市中央区南3条西3丁目13-2
0120-378-082  ●https://senshuan.co.jp

●山親爺 ●ノースマン

豊島屋
〒248-0006  神奈川県鎌倉市小町2-11-19
☎ 0467-25-0810  ●https://www.hato.co.jp

●鳩サブレー

〒043-0043  北海道檜山郡江差町本町38
☎ 0139-52-0022  ●https://gokatteya.co.jp

五勝手屋本舗 ●五勝手屋羊羹

加
盟
店
一
覧

札幌タイムズスクエアʗ三八 菓か舎さくらだよりʗかおる堂麦落
らくがん
雁ʗ三桝屋總本店
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「全国銘菓」とは

https://www.ajiwai.or.jp
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赤福 ●赤福餅

〒516-0025  三重県伊勢市宇治中之切町26
0120-081-381  ●https://www.akafuku.co.jp

〒514-0027  三重県津市大門20-15
☎ 059-225-3212  ●https://heijisenbei.com

平治煎餅本店 ●平治煎餅

〒519-1112  三重県亀山市関町中町387
☎ 0595-96-0008  ●https://www.sekinoto.com

深川屋陸奥大掾 ●銘菓 関の戸

〒515-0083  三重県松阪市中町1877
0120-510-138  ●https://www.oinotomo.com

柳屋奉善 ●老
おいのとも
伴

玉井屋本舗
〒500-8009  岐阜県岐阜市湊町42
0120-601-276  ●https://tamaiya-honpo.co

●やき鮎

きよめ餅総本家
〒456-0031  愛知県名古屋市熱田区神宮3-7-21
☎ 052-681-6161  ●http://www.kiyome.net

●きよめ餅 ●藤団子

美濃忠
〒460-0002  愛知県名古屋市中区丸の内1-5-31
☎ 052-231-3904  ●https://minochu.jp

●上
あが
り羊羹

〒503-0885  岐阜県大垣市本町2-16
☎ 0584-78-3583  ●http://www.tanakaya-senbei.jp

田中屋せんべい総本家 ●みそ入大垣せんべい

備前屋 ●あわ雪 ●手風琴のしらべ

〒444-0038  愛知県岡崎市伝馬通2-17
0120-234-232  ●https://bizenya.co.jp

青柳総本家 ●青柳ういろう

〒463-8548  愛知県名古屋市守山区瀬古1-919
0120-016-758  ●https://www.aoyagiuirou.co.jp

両口屋是清 ●旅まくら●志なの路●よも山

〒460-0002  愛知県名古屋市中区丸の内3-14-23
0120-052062  

●https://ryoguchiya-korekiyo.co.jp

●柿羊羹

〒503-0876  岐阜県大垣市俵町39
0120-78-5311  ●https://www.kakiyokan.com

御菓子つちや

〒930-8586  富山県富山市上本町8-6
☎ 076-421-2398  ●http://www.tukisekai.co.jp

月世界本舗 ●銘菓 月
つき
世界

みすゞ飴本舗 飯島商店 ●みすゞ飴

〒386-0012  長野県上田市中央1-1-21
0120-511-346  ●https://www.misuzuame.com

桜井甘精堂 ●純栗ようかん ●純栗かの子

〒381-0298  長野県上高井郡小布施町2460-1
0120-001-590  ●https://www.kanseido.co.jp

〒933-0929  富山県高岡市木舟町12
☎ 0766-25-0215  ●http://ohno-ya.jp

大野屋 ●とこなつ

〒940-0072  新潟県長岡市柳原町3-3
☎ 0258-35-3533  
●https://www.koshinoyuki-yamatoya.co.jp

越乃雪本舗 大和屋 ●越乃雪

大阪屋
〒950-0105  新潟県新潟市江南区大渕1631-8
0120-211-435  ●https://www.niigata-osakaya.com

●流れ梅 ●雪國

〒381-0292  長野県上高井郡小布施町973
0120-079-210  ●https://chikufudo.com

竹風堂 ●方寸 ●栗ようかん ●栗かの子 ●栗強飯

〒381-0293  長野県上高井郡小布施町808
☎ 026-247-2027  ●https://obusedo.com

●栗鹿ノ子小布施堂

〒606-8392  京都市左京区聖護院山王町6
☎ 075-761-5151  ●https://shogoin.co.jp

聖護院八ッ橋総本店 ●つぶあん入り生八ッ橋『聖
ひじり
』

〒602-8434  京都市上京区今出川通堀川西入ル（西陣船橋）
☎ 075-441-0105  ●https://www.tsuruyayoshinobu.jp

鶴屋 信 ●柚
ゆうもち
餅 ●京観世

井筒八ッ橋本舗 ●なま八ッ橋 ●歌舞伎銘菓夕霧

〒605-0079  京都市東山区川端通四条上ル 祇園・北座
0120-212-120  ●https://www.yatsuhashi.co.jp

羽二重餅總本舗 松岡軒 ●羽二重餅

〒910-0006  福井県福井市中央3-5-19
☎ 0776-22-4400  ●https://habutae.com

柴舟小出
〒921-8548  石川県金沢市横川7-2-4
☎ 076-241-3548  ●https://www.shibafunekoide.co.jp

●柴舟

〒924-0023  石川県白山市成町107
☎ 076-275-0018  ●http://www.enpachi.com

圓八 ●あんころ餅

金沢 うら田 ●銘菓 さい川

〒921-8021  石川県金沢市御影町21-14
0120-43-1719  ●https://www.urata-k.co.jp

〒920-0912  石川県金沢市大手町10-15
☎ 076-262-6251  ●https://www.morihachi.co.jp

●長生殿加賀藩御用菓子司 森八

山中石川屋
〒922-0115  石川県加賀市山中温泉本町2丁目ナ24
0120-080-218  

●https://www.yamanakaishikawaya.com

●娘
にゃあにゃあ
娘万頭

本家 尾張屋 ●そば餅 ●蕎麦板

〒604-0841  京都市中京区車屋町通二条下ル
0120-173-446  ●https://honke-owariya.co.jp

菓子舗 間瀬 ●伊豆乃踊子

〒413-0103  静岡県熱海市網代400-1
0120-048-144  ●https://www.mase-jp.com

華
けごんみょういん
厳妙韻ʗ竹風堂 葛よもぎʗ山中石川屋上

あが
り羊羹・初かつをʗ美濃忠老

おいのとも
伴百景 やよいの空ʗ柳屋奉善

北陸・信越

中部

京都
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総本家河道屋
〒604-8092  京都市中京区姉小路通御幸町西入ル
0120-221-497  ●http://www.kawamichiya.co.jp

●蕎麦ほうる

豆政 ●夷川五色豆

〒604-0965  京都市中京区夷川通柳馬場西入ル
☎ 075-211-5211  ●https://www.mamemasa.co.jp

御菓子司 鶴屋八幡
〒541-0042  大阪府大阪市中央区今橋4-4-9
☎ 06-6203-7281  ●https://www.tsuruyahachiman.co.jp

●和菓子

〒658-0033  兵庫県神戸市東灘区向洋町西5-1
0120-078-124  ●https://www.hontaka.jp

本髙砂屋 ●エコルセ ●髙砂きんつば

白玉屋榮壽 ●名物みむろ

〒633-0001  奈良県桜井市三輪497（三輪明神大鳥居前）
☎ 0744-43-3668  ●https://www.begin.or.jp/~mimuro/

〒639-1134  奈良県大和郡山市柳1-11
☎ 0743-52-0035  ●https://kikuya.co.jp

●御城之口餅本家菊屋

神戸 月堂
〒650-0022  兵庫県神戸市中央区元町通3-3-10
☎ 078-321-5555  ●https://www.kobe-fugetsudo.co.jp

●ゴーフル

〒670-0901  兵庫県姫路市西二階町84
☎ 079-288-5155  ●https://iseyahonten.com

伊勢屋本店 ●姫路銘菓 玉椿

〒683-0812  鳥取県米子市角盤町3-100
☎ 0859-32-3277  ●http://tsurudaya.jp

つるだや ●三鈷峰 ●甘
か ん ろ
爐

廣榮堂 ●きびだんご

〒703-8245  岡山県岡山市中区藤原60
0120-104-937  ●https://koeido.co.jp

風流堂
〒690-0021  島根県松江市矢田町250-50
☎ 0852-21-2344  ●https://www.furyudo.jp

●山川

〒690-0064  島根県松江市天神町124
0120-212-727  ●https://netshop.saiundo.co.jp

彩雲堂 ●若草

〒753-0086  山口県山口市中市町6-15
☎ 083-923-3110  
●https://setouchifinder.com/ja/detail/25285/

山陰堂 ●名菓 舌鼓

小男鹿本舗 冨士屋 ●小
さ お し か
男鹿

〒770-8063  徳島県徳島市南二軒屋町1-1-18
☎ 088-623-1118  ●https://www.saoshika.co.jp

西川屋老舗
〒781-0806  高知県高知市知寄町1-7-2
☎ 088-882-1734  ●https://www.nishigawaya.co.jp

●ケンピ ●梅
う め ぼ
不し

三友堂
〒760-0040  香川県高松市片原町1-22
☎ 087-851-2258   ●https://www.sanyu-do.com

●木守

村岡総本舗 ●小
お ぎ
城羊羹

〒845-0001  佐賀県小城市小城町861
0120-358-057  ●https://www.muraoka-sohonpo.co.jp

丸芳露本舗 北島 ●丸芳露

〒840-0826  佐賀県佐賀市白山2-2-5
0120-26-4161  ●https://shop.marubolo.com

〒847-0047  佐賀県唐津市本町1513-17
☎ 0955-73-3181  ●https:///www.oohara.co.jp

大原老舗 ●大原松
しょうろ
露饅頭

一六本舗 ●一六タルト

〒791-1123  愛媛県松山市東方町甲1076-1
0120-1616-47  ●https://itm-gr.co.jp/ichiroku/

薄墨羊羹
〒791-1114  愛媛県松山市井門町1331-1
☎ 089-958-3355  ●https://www.usuzumi.co.jp

●薄墨羊羹

〒850-0904  長崎県長崎市船大工町3-1
☎ 095-821-2938  ●https://www.fukusaya.co.jp

カステラ本家 福砂屋 ●カステラ ●手づくり最中

菓秀苑 森長 ●おこしとカステラ

〒854-0025  長崎県諫早市八坂町3-10
☎ 0957-22-4337  ●https://kashuen-moricho.co.jp

〒880-0805  宮崎県宮崎市橘通東2-2-1
☎ 0985-24-4305  ●https://kinjyodo.com

金城堂 ●つきいれ餅

〒862-0959  熊本県熊本市中央区白山1-6-31
☎ 096-371-5081  ●https://kobai.jp

お菓子の香梅 ●銘菓 誉の陣太鼓

〒892-0828  鹿児島県鹿児島市金生町4-16
☎ 099-226-0431  ●https://www.akashiya.co.jp

かるかん元祖 明石屋 ●軽羹

湖月堂 ●栗饅頭

〒802-0031  福岡県北九州市小倉北区赤坂海岸3-2
0120-470-961  ●https://www.kogetsudo.com

石村萬盛堂 ●銘菓 鶴乃子

〒812-0028  福岡県福岡市博多区須崎町2-1
0120-222-541  ●https://www.ishimura.co.jp

薄墨羊羹こざくら 松山 道後めぐりʗ薄墨羊羹 髙砂きんつばʗ本髙砂屋小
さ お し か
男鹿ʗ小男鹿本舗 冨士屋つきいれʗ金城堂

https://www.ajiwai.or.jp
各店のお取り寄せ先を
まとめてご案内しています

お取り寄せは『あじわい』HPから

近畿

中国

九州

四国
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『あじわい』ホームページ
https://www.ajiwai.or.jp

『あじわい』について
『あじわい』は全国銘菓が発行する
季刊の広報誌です。加盟店でご覧
いただけるほか、記事の一部はホー
ムページでもお楽しみいただけます。
次号の発行は2024年７月1日を予定
しています。

『あじわい』編集室より
全国銘菓展では、多くの当主が売り
場に立ちます。ぜひ、気軽にお声かけ
ください。会場でお待ちしております！

表紙題字／甘露寺受長

表紙イラスト／唐仁原多里

今年の全国銘菓展のテーマは「お菓子
の水族館」です。可愛くて美味しい、
水族館の仲間たちの創作菓子が並び
ます。日本橋三越でお会いしましょう。

［ 表紙の言葉 ］
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